
その他多数

下重暁子



作家活動 
1997年　『蜃気楼（ミラージュ）』（小説集）近代文芸 
1998年　『物語の女たち』（くもん出版） 
1999年 『「ふたり暮らし」を楽しむ 不良老年のすすめ』大和出版 のち集英社文庫　 
1999年 『ゆれる24歳プラス5 in N.Y､』講談社 
2000年 『不良老年のすすめ 心意気がいちばん』（大和出版）のち集英社文庫　 
2001年 『沈黙はこわくない 話し方のヒント』大和出版 
2002年　『シンプルのすすめ　物も友だちもたくさんはいらない』（あさ出版） 
2002年　『藍木綿の筒描き』（暮しの手帖社） 
2003年　『"ひとり"を思うまま楽しみつくすルール』（青春出版社）『孤独の作法』中経の文庫 
2004年　『女60代輝いて生きる 思いきり羽ばたいてみよう』大和出版 
2004年　『くちずさみたくなる名詩』選・著・朗読 海竜社 
2005年　『エロイーズ・カニングハムの家』（白水社） 
2007年　『砂漠に風が棲んでいる 素顔のエジプト滞在記』角川地球人books 
2008年　『女60代「もうひと花」の決意 自分を信じて羽ばたいてみよう』大和出版 
2008年　『持たない暮らし』中経の文庫）のちKADOKAWA 
2011年　『老いの覚悟』海竜社 
2011年　『恋する覚悟』中経の文庫 
2011年　『晩年の発見 わたしに残された時間』大和書房  
2012年　『ブレーキのない自転車 私のまっすぐ人生論』東京堂出版 
2013年　『老いの戒め』海竜社 
2013年　『この一句 108人の俳人たち』大和書房 
2014年　『最後はひとり』PHP研究所 
2015年　『ちょっと気のきいた大人のたしなみ』青萠堂 
2015年　『家族という病』幻冬舎新書）
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